
令和4年10月18日（火）開催
第4回 在宅あるある会 アンケート結果

参加者 50 名
回 答 31 件
回答率 62 %

問1 該当する所属機関を1つお選びください。

病院
6人

（19%）

クリニック（医科）
5人

（16%）

訪問看護ステーション
9人

（29%）

薬局
3人

（10%）

居宅介護支援事業所
7人

（23%）

小規模多機能
型居宅介護

1人
（3%）

第4回 第2回

病院
4人

（14%）

クリニック（医科）
8人

（29%）

クリニック（歯科）
1

4%

訪問看護ステーション
6人

（21%）

薬局
5人

（18%）

居宅介護支
援事業所
4人

（14%）

（R4.2月開催）
テーマ研修
『ICTの活用による在宅医療における多職種連携・多機関連携の実際』

問2 所属機関の地域を選択してください。

苫小牧市
31人

（100%）

問3 該当する職種を１つだけお選びください。

医師
4人

（13%）

看護職
14人

（45%）薬剤師
3人

（10%）

リハビリ職
1人

（3%）

ケアマネジャー
8人

（26%）

事務職
1人

（3%）

第4回 第2回（R4.2月開催）
テーマ研修
『ICTの活用による在宅医療における多職種連携・多機関連携の実際』

医師
5人

（18%）
歯科医師
1人

（3%）

看護職
11人

（39%）

薬剤師
5人

（18%）

ソーシャルワーカー
1人（4%）

ケアマネジャー
4人

（14%）

事務職
1

（4%）



問4 この一年間で在宅医療に関わったことがありますか。

ある
29人

（94%）

ない
2人

（6%）

第4回 第2回（R4.2月開催）
テーマ研修
『ICTの活用による在宅医療における多職種連携・多機関連携の実際』

20人
（71%）

8人
（29%）

問5 参加状況をお知らせください。

第１部・第２部 両方へ参加
31人

（100%）

第4回

24人
（89%）

第１部のみ参加
3人

（11%）

第2回（R4.2月開催）
テーマ研修
『ICTの活用による在宅医療における多職種連携・多機関連携の実際』

問6 第1部の時間は
いかがでしたでしょうか。

問9 第2部の時間は
いかがでしたでしょうか。

ちょうどよい
22人

（79%）

長い
6人

（21%）

ちょうどよい
19人

（61%）

長い
12
39% とても参考になった

14人
（46%）やや参考になった

11人
（37%）

どちらともいえない
5人

（17%）

問7・8 第1部は参考になりましたか。また、その理由について教えてください。

・それぞれの事業所でどの様な使い方を
行っているかがわかった

・各事業所の話が聞けた
・在宅診療部に移動（半年間のみ）して
きてまだ1か月程しか経過していないた
め、バイタルリンクの運用方法については
詳しく聞けていなかったため、今回のアン
ケート結果で実際に利用した感想などが
多職種に分けて聞けたので今後の参考
になった

・初めてなので戸惑った
・折角のレクチャーだったが、ICT自体苦手
なので申し訳ない

・バイタルリンクトライアルによって患者情報の共
有が非常に円滑になることがよくわかった

・患者さんの思いなども他職種から得た情報とし
てのせていく大切さなどを学んだ

・実際に使用しての不便な点や使いやすい点が
わかった

・他の方の使い方を知ることが出来た
・他の利用した方の意見を聞くことができ自分が
感じた事と同じと認識できた

・他職種の意見がわかり参考になった
・参加はしていたが、直接使用していなく、時々
見る程度のため実際に使用した方の意見を聞
けて良かった

・バイタルリンクトライアルを行っている事を初めて
知り大変、勉強になった

・何となく予想がついた結果だったから。他の職種の参加した感想などは参考になった。
・トライアル結果報告は、資料はあったが報告が早すぎて、考える余裕がなかった
・在宅療養するための社会資源があまりにも少ない中で、現実は安心して自宅で療養できる環境にはないため



とても参考になった
11人

（37%）

やや参考になった
16人

（53%）

どちらともいえない
3人

（10%）

問10・11 第２部は参考になりましたか。また、その理由について教えてください。

・今まで意見交換がなかったため今回の意見
交換は問題点が明確になり解決する為にど
うしたらいいのか多職種で共有できてよかった

・使い方のTIPSを得られた
・今後使用するにあたり実体験を聞けたので
よかった

・今後、ICTを活用して行く必要があると思う
が、はたして使いこなせるか、ついていけるか
が問題で、実際に使用されている方からのお
話が聞く事ができて大変、参考になった

・事例を通して様々な意見が聞けて良かった
・訪問看護ステーションの流れや医療機関の
流れ、大変さを知ることができた。今後の目
標について伝えることができた。

・バイタルリンクのメリットとデメリットをいくつか
挙げられて知ることができた

・訪看、在診、ケアマネでそれぞれの利用に
あたってのメリット・デメリットなどの意見が
聞けて参考になった

・今後必要なことであり向上心をもって取り
組まなくてはと思う

・これからの使うにあたっての運用方法の検
討に役立ったと思う

・ハードルを下げて皆に活用してもらい、長く
続けられる方が良いと感じたため

・安全に使いこなすにはどうしたらいいのか
考える機会になった。情報過多についても
考えることができた。

・これから勉強していきます
・まだ事例も少なく活用している内容も限
局されているため表題の検討とまでは考え
られないため

・ICT自体苦手なもので申し訳ない
・話が長くて疲れた

・「今後、こういう方向に進んでいくのかな」とは思うが、現実の介護現場、医療現場を見たとき
に「まだまだ」だという感想を持った

問12 すべての方にお伺いします。今回の在宅あるある会に参加して、
多職種連携情報共有ツールを活用したいと思いますか。

活用したいと思った
11人

（35%）

興味を持った
16人

（52%）

今のところ予定はない
4人

（13%）

問13 今後、ICTはどのような疾患・患者状況で役立つと思いますか。（複数回答可）
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褥瘡・外傷

難病（ALS等）

看取り

医療機器使用（人工呼吸器、在宅酸素等）

慢性疾患（心不全、呼吸不全等）

独居

寝たきり

ACP（アドバンス・ケア・プランニング）

救急搬送時

認知症

その他

第4回在宅あるある会 トライアルアンケート 単位（人）

・医師と最も地域連携が必要な方

問14 今後、ICTはどのような職種との連携場面で役立つと思いますか。（複数回答可）
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多職種カンファレンス

かかりつけ医との連携

訪問看護師との連携

病院医師・専門医との連携

ケアマネジャーとの連携

病院・診療所看護師との連携

薬剤師との連携

ヘルパーとの連携

訪問入浴との連携

病院地域連携室との連携

デイケア・デイサービスとの連携

行政機関・保健所等との連携

その他

第4回在宅あるある会 トライアルアンケート

・関わる職種

単位（人）



問15 医師の方にお伺いします。
今回の在宅あるある会に参加し、在宅医療に対してどう思われましたか。

第4回

拡充したいと
思った
1人

（16%）

スタートしたいと
思った
1人

（17%）
準備を進めたい
と思った
1人

（17%）

興味を持った
3人

（50%）

第2回（R4.2月開催）
テーマ研修
『ICTの活用による在宅医療における多職種連携・多機関連携の実際』

拡充したい
と思った
1人

（17%）

興味を持った
5人

（83%）

問16 医師以外の方にお伺いします。
今回の在宅あるある会に参加し、在宅医療に対してどう思われましたか。

第4回 第2回（R4.2月開催）
テーマ研修
『ICTの活用による在宅医療における多職種連携・多機関連携の実際』

取り組みたいと思った
1人

（5%）

さらに知識を深めたいと思った
15人

（68%）

興味を持った
6人

（27%）

さらに知識を深めたいと思った
17人

（85%）

興味を持った
3人

（15%）

問17 今後、開催してほしいテーマ研修はありますか。（複数回答）
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在宅医療にかかわる多職種連携について

在宅での看取り・緩和ケアの実態

在宅医療にかかわる情報共有について

病院と施設と在宅にかかわる機関との連携について

在宅医療にかかわる職種の教育について

在宅でできる検査・処置について

その他

第4回 第3回 第2回 第1回 単位（人）

・ACP

問18 今後、在宅あるある会で取り上げてほしい内容があればご記入ください。

• バイタルリンクの使用具体例
• 家族やご近所さんとのかかわりをどう作るのか︖

きれいごとでは済まないことが現実には多いのではないか︖



問19 そのほか、在宅あるある会についてのご意見、ご質問があればご記入ください。

• グラフィックレコーデングの後、最後に草場先生の総評をいただければと感じる。
多分私一人だけだと思うが、最も貴重な提言と思えるから。

• 薬局からの意見も聞きたかった
• 会場全体が寒く、長時間にわたり辛かった。マイクのハウリングが多く気になった。スライド画面

が会場が明るいため後方の席では全然見えず分かりずらかったのが残念。タイムリーに会場
で、多職種の意見が聞けたことはすごく良かった。開催の時間帯が遅く長時間だったのでせめ
て休憩を挟み、1時間半程度だと集中力を欠かず翌日の勤務にも支障がないのではと思っ
た。（週初めの開催より金曜日とかの方が参加しやすいと感じた）

• 発表者と再度意見を述べる人が同じだったので他のリモートの方も意見を頂いてもよかったと
思う。時間も長く遅いので厳守してほしい。最後にコメントする方の時間がなくなるグラフィック
レコーディングで改めて発表しなくても後から公表だけでも良いのでは︖

• 時間がなかなか厳しいと思う。19:00位までに終わるような会であれば助かるが、今回の時
間設定は今後の出席が難しい。申し訳ありません。

• 横文字が多く、分かりやすく説明してほしい


